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I.  はじめに 

今日において、国内における農地面積は減少

の一途を辿っている。特に近年では農業従事者

の高齢化を受けて、離農に伴う荒廃農地の増加

が全国的な問題となっている。また、東北地域5 

における基幹的農業従者の平均年齢は令和二年

度の段階で 67.7 歳となっており、2030 年度には

大規模な離農が生じることが見込まれている。 

高齢化による労働力の減少は喫緊の課題と

なっており、対策としては労働の省力化、もし10 

くは労働時間の短い作物の選択が挙げられる。

本稿では主に後者による農地利用を想定する。 

II. ビール麦栽培の優位性と課題 

 農地活用の省力化に繋がる作物として、様々

な品目が想定されるが、中でも労働時間の短さ15 

と収益性の高さから、ビールの原料となるビー

ル麦(二条大麦)による農地活用が有効だと考えら

れる。 

 ビール麦の優位性として、まず労働時間は、

小麦の栽培とほぼ同等であることから 10aあたり20 

約 7.2 時間と非常に短い。さらに収益面において

はビールメーカーと直接取引が行われるため、

300～200 円での取引が可能であると考えられる。 

 一方で、ビール原料として使用されることか

ら、小麦と比較して品質管理に手間がかかり、25 

カビの防除やタンパク質含量の調整など、栽培

技術の体系化が重要となる。また、販路がビー

ルメーカーとの契約栽培のみと限定されている

ことから、収量の増減が取引上の課題となる。 

III. 対象地域の課題 30 

現在、ビール麦栽培は岩手県の紫波町、陸前

高田市の二地域で実施している。紫波町では水

田転作を前提とした平地かつ大規模栽培となり、

陸前高田市では中山間地域を活用した小規模か

つ分散した栽培となっている。本稿では、陸前35 

高田市におけるビール麦栽培を対象とする。 

陸前高田市は岩手県の沿岸南部に位置するこ

とから海のイメージが強いが、岸沿いおよび内

陸部における中山間地域では農業も営まれてい

る。一方で農地の集約は進んでおらず、複数の40 

小規模農家が営農を行っている。 

また、ビール麦栽培における課題は様々なも

のが挙げられるが、特に品質管理が重要となる。 

IV. 対策案-栽培管理プラットフォーム- 

分散した農地での品質管理策として、ビール45 

麦の栽培に特化したデータベースおよびプラッ

トフォームの構築が重要であると考えられる。 

具体的な機能としては、ビール麦は不揃いの

抑制という観点から、播種および収穫タイミン

グの統一が最も重要であり、さらに施肥タイミ50 

ングが収量増加とタンパク質含量の調整におい

て重要となる。まず収穫タイミングに関しては、

穂のたれ具合が判断基準となるが、収穫適期が

数日～1 週間程度と極めて短いことから、見極め

が難しい。特に分散した農地では、同地域で55 

あっても土壌条件や日当たりから収穫適期にズ

レが生じるため、なおさら難易度が上がる。 

そこで小規模の圃場単位でデータベース化し、

シミュレーションに基づいて、通年の栽培スケ

ジュールを作成するといった機能の実現を目指60 

したい。 

V. 今後の展開 

 栽培管理プラットフォームの構築と同時に、

ビール麦の販路は契約栽培が前提となることか

ら、収量予想も実現し、ビールメーカーとの円65 

滑な取引を実現する。また、東北地域において

栽培事例に乏しいことから、試験栽培地を拡大

し、データベースの構築に向けた、2023 年から

栽培データの収集を図っていく。栽培プラット

フォームは 2025年に実用化を目指す。 70 
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